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2010 年度（平成22 年度） 埋蔵文化財専門職員の体制
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構 建造物像作活川 石器・石 製品 自然科学的年代 保作科学川金価 保存科学ll（木製造　跡　測
程 基　礎　課　程I闃　査　ａ　程 決 定 法 課 程製 造物 ）課程遮 物 ）課 程課
12名
地域 の中 核となる









































建築 辿 構の 調 査　 刻ﾋ 財 建造 物の　 旧 石器時 代から　 年 輪年 代 法とc14 金属 製 遺物 の保　 木 製辿 物の 保 存 辿 跡 の測|汰およ
に 関して必 要な　 保 護行 政をお こ　 弥 生時 代の 石 器 年 代 測定 法を巾　 存処 理を 外注 す　 処理を 外 注する　 び外 注に 必 要な
■tfl"]的 知識と技　 なうための 、文化 を巾 心として､ 石　 心とする、自 然 科 るため に 必 要とな ために 必 要となる 専門 的 知 識と技
術の 研修　　　　 財 建造 物に 関す 材鑑 定･ 観 察･ 分 学 的 手法 による　 る鵬 礎的な 知ａ　 鵬 礎的な 知 識　　 術の 研修
る 从礎､ および 文 類･ 編 年･ 製作 技　年 代 測定 に関 す を､ 講 義と尖 習を を､ 講義と実習を
化 財 建造物 の 保 法などの辿 物 調　 る専門 的 知識と　 通して習 得 するこ 通して 桝 得するこ
存･ 活 川 に関 する 査方法ならびに　 技 術の 研 修　　　 とを日指 す 研修　 とをI'l指卞 研 修
鵬 礎の習 俳を||　 石 器･ 石 製 品の
指 す研 修　　　 発 掘調 査 方法 に
関 する専門 的 知
識と技 術の 習得





















※各研 修はリニューアル が図られてい ます。
※募 集は各 都道府県 及び政 令指定 都lli教育委 貝 会を通じて行われますO












告 ，ll作 成追 跡 等 環 境 保存科学Ⅲ（応急地　質　環










確な記録とその　 ける写真夊務煢　すい報告 みの作 跡等の保存竹
医作１法として、 般に関して､搬　 り方と､図録･学　 理･公開活川に





























発掘 調 査にお い
て出il した脆 弱
迦物 の 取り上げ 、
保 存 処理までの
ｰ一時 保 竹 法 等の
辿物 の 取り扱 い
に関 する応 急処
置 にっい て､ 講
義と実 桝を通して
習 得 する研 修
平成23年
12月22卩(木)
-
あ　り
2月川1 ～
2月2211
-
16名
11
環境 杪占学の基
幹を構成する地
質環境分野の最
新の研究法と､そ
の成果について
の専門的知識と
技術の研修
傴成23年
12月27卩
-
あ　り
